
高等学校 第３学年 理科（化学）学習指導案 

指導日時：平成３０年１０月１８日（木）  ５校時 

指導学級：第３学年２組（男子１１名，女子１９名） 

指 導 者：宮城県石巻西高等学校教諭 藤岡  卓 

１ 単元名 

 ４編 無機物質   

  教科書：改訂 新編 化学（東京書籍） 

 

２ 単元の目標 

 我々の生活や産業を支える材料の多くは多くの無機物質である。これら無機物質とそれを構成する元素につい

てその性質や利用について関心を高め、理解を深める。また、実験観察を通じ物質の反応を理解するとともに、

実験観察の技能や、結果の表現力を高める。 

 

３ 指導にあたって 

（１）単元について 

 この単元は、元素（物質）各論ともいうべき単元で、物質の構成、性質、化学変化などをこれまでに学習した

化学の諸法則を基に学ぶものになっている。ともすれば単純な暗記中心の学習に陥りがちである。また、実験室

内で観察された現象がどのような意義を持つかも実感しにくいことが多い。しかしながら、これら各論の学習は

様々な自然現象の理解にとっては大切である。意識的に現実の自然現象、日々の生活や工業製品への利用などと

の関連を理解させることで学習への意欲を喚起したい。 

（２）生徒の実態 

 この３年２組は、理系科目を重点的に履修するクラスである。進路希望としては医療・看護系の進学者が多い

が、いわゆる文系への進学者や就職希望者もいる。 

 授業の学習活動への取り組みは良好で、興味を示す者も多い。 

 しかしながら、基本的な化学や数学の素養は十分とはいえないため、その都度既習事項を復習しつつ授業を展

開することが必要である。 

（３）指導について 

 これまで学習した、電子配置と化学結合、化学反応式、可逆変化、酸化・還元、酸と塩基などといった事項を

あらためて確認しつつ、各元素や物質の性質について理解させたい。また、実際の物質とのかかわりについても

意識的に取り上げ、興味関心を高め学習意欲の向上を図りたい。 

 

４ 単元の評価基準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

日常生活や社会との関連

を図りながら，無機物質に

対する関心や学ぶ意欲を

高める。 

無機物質の性質や利用に

ついて観察される現象や

実験結果から導き出した

考えを適切に表現する。 

無機物質に関する実験・観

察を行い，実験方法の習得

と結果の記録に習熟する。

事象を科学的に探究する

ために必要な技能を身に

つける。 

無機物質の構成，反応，利

用について系統だった理

解ができ，知識として身に

つける。 

 

５ 単元の指導と評価計画（全１８時間） 

 学習内容 学習活動における主な具体の評価 評価方法 

第１時 周期表と元素 

水素と希ガス 

周期表の上での元素の位置と性質につい

ての理解 

小テスト、考査 

第２時 ハロゲンとその化合物 ハロゲンの酸化力や反応についての理解 小テスト、考査 

第３時 酸素・硫黄とその化合物 酸素や硫黄の同素体についての知識 

硫酸の性質の理解 

小テスト、考査 

第４時 窒素・リンとその化合物 アンモニアや硝酸の性質の理解 

リンの同素体とその性質の知識 

小テスト、考査 



第５時 炭素・ケイ素とその化合物 物質の骨格をつくる元素としての炭素・ケ

イ素の役割についての理解 

小テスト、考査 

第６時 実験 非金属元素の性質 硫酸や硝酸の性質の観察。 

それらの取扱の技能と知識 

実験レポート、考査 

第７時 アルカリ金属とその化合物 元素や金属としての性質の理解 

ナトリウムを含む化合物の知識 

小テスト、考査 

第８時 ２族元素とその化合物 元素や金属としての性質の理解 

カルシウムを含む化合物の知識 

小テスト、考査 

第９ 

（本時）

10時 

1.2 族以外の典型金属元素

とその化合物 

各元素や金属ならびに化合物についての

興味・関心 

これら事柄についての知識・理解 

事前レポート、発表 

 

小テスト、考査 

第11時 実験 Ａｌ．Ｚｎ．Ｐｂと 

その化合物 

両性元素の反応の観察・記録の技能 

反応について考察（思考判断） 

実験レポート、考査 

第12時 遷移元素とその化合物 遷移元素の特徴の知識 

錯イオンの形成についての理解 

小テスト、考査 

第13時 鉄とその化合物 製鉄の反応について知識・理解 

鉄イオンの反応の知識 

小テスト、考査 

第14時 銅とその化合物 銅の精錬過程の知識 

酸の反応、銅イオンの反応の知識・理解  

小テスト、考査 

第15時 銀・クロム・マンガンと 

その化合物 

銀の単体や化合物の反応の知識・理解 

クロム、マンガンの酸化還元反応の理解 

小テスト、考査 

第16時 実験 遷移元素の反応 遷移元素の様々な反応の観察・記録の技能 

反応の考察（思考判断） 

実験レポート 

第17時 金属イオンの分離と確認 沈澱の仕方からイオンを分離する方法に

ついて考察（思考判断） 

小テスト、考査 

第18時 無機物質と人間生活 身近な無機化合物への興味関心 事前レポート、発表 

 

６ 本時の指導 

（１）題材名 

 ３節 １，２族以外の典型金属元素とその化合物 教科書ｐ．１６８～１７１ 

（２）本時のねらい 

 両性金属である、アルミニウム、亜鉛、スズ、鉛について、生徒が調べてきたレポートをもとにこれらの元素

や元素を含む化合物についての興味・関心を高めるとともに、調べたことを簡潔に報告する力を身につけさせる。 

（３）本時の評価基準 

評価の観点 具体の評価基準 評価をＡとする具体的な姿 

 

興味・関心・態度 

 各種の資料から興味を抱いた内容を、簡潔にま

とめることができたか。自分の視点で調べること

ができたか。 

 レポートを、教科書以外の事柄に

も関心を持ち、まとめてきたか。 

思考・判断・表現  内容を消化し、自分の言葉で記述・発表できた

か。 

 丸写し(棒読み)ではなく、自分の

言葉で記述・発表できたか。 

 

 

 

（４）準備物 

事前レポート、メモ用紙 

 

 

 

 



（５）本時の展開 

段階 学習活動 形態 指導上の留意点 評価 

前時 

(一週間

前) 

・課題レポートを配布。当日まで提示

する内容を理解する。 

一斉 欠席者には、後日配布。  

導入 

(５分) 

出席確認 

本時の活動を説明する。 

本日提出のレポートを机上に出す。 

 

一斉 

机間巡視により、準備の状況を確

認する。 

 

展開 

(40分) 

・４グループに分かれ、互いに調べた

内容を紹介し合う。(１５分) 

↓ 

・各グループの代表は、黒板に出され

た内容を簡潔に板書する。(５分) 

↓ 

・各グループの代表は、簡潔に説明す

る。(１０分) 

↓ 

・各班からの説明をもとに、元素や物

質としての性質や自然界での位置づ

け、利用のされ方などについてまとめ

る。（１０分） 

４グルー

プの活動 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

・各班、発表者と板書をまとめる

人を決めておく。 

・まとめ用のメモ用紙を各班に用

意。 

 

 

・一見「化学」と関わりなさそう

なことが出てきても、尊重する。 

 

・各班の説明内容に対する質問を

しながら授業者によるまとめ。 

 

興味・関心・

態度 

 

思考・判断・

表現 

 

思考・判断・

表現 

 

思考・判断・

表現 

 

終結 

(５分) 

レポートの回収 

次回の予告 

一斉   

 

（７）添付資料 

事前レポート 

 化学      事前レポート  アルミニウム・亜鉛・スズ・鉛について 

 

課題 アルミニウム・亜鉛・スズ・鉛について、指定された１つの元素（金属もしくはその元素の化合物） 

について、教科書に載っていない事柄を調べ、以下の欄にまとめること。 

提出 １０/１８（木）の授業で同じ元素について調べた人たちの中で発表しあい、全体で知識を共有 

したいと思います。その後回収します。 

注意 化学から離れても結構です。できるだけユニークな話題・知識・トリビアなどを期待します。 

   これらの元素がどのような形で私たちの生活や社会、経済、歴史、産業などにかかわっている 

   かを理解することがこのレポートの目的です。頑張ってください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（   ）組（    ）番 氏名（                 ） 


